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教育ＤＸによる教育現場の変化

子どもたちや保護者、教員の視点に沿って、ＩＣＴを活用した教育現場の変革は既
に始まっています。ここでは、その具体例を紹介します。

【教育現場の変革 全体像】

<補足資料>

教員の講義型
教員の講義型
＋ICT活用型

児童・生徒の探究的な学び
＋ICT活用型

教員の講義 教員の講義
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教育ＤＸによる教育現場の変化（子どもの視点①）

①細部まで観察し、自ら課題を見い出す

②文章を読み、読み深めたいことをまとめる

③気づきや考えたことを共有して課題意識を明確にする

④同じ課題意識をもって解決策を検討する
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教育ＤＸによる教育現場の変化（子どもの視点②）

⑥解決策を全員で共有する

⑦課題に対する自分の考えをプレゼンする

⑧ＡＩドリルアプリで発展的な課題に取り組む

⑤解決策のまとめ方について協議する
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4

教育ＤＸによる教育現場の変化（子どもの視点③：特別支援教育での活用）
ICT活用によって得られた効果

①文字入力（文章作り）・文字認識の支援 ③様々な学習活動における「認知」の支援

②ＡＩドリルアプリで個別の学習進度に合わせた支援 ④多様な学習機会の提供
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5

教育ＤＸによる教育現場の変化（教員の視点①）

②アンケートを取得し、集計する

③教員間でメッセージのやり取りや情報共有する

④職員会議や学校間の会議をオンラインで行う

①学校だよりや学年だよりなどの各種お知らせを配信する
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6

教育ＤＸによる教育現場の変化（教員の視点②）

様々なツールを効果的に活用し、コミュニケーション
の活性化や個に応じた指導の充実が図れるようになる。

⑤保護者会をオンラインで行う
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7

教育ＤＸによる教育現場の変化（教員の視点＋保護者の視点）

保護者会等で保護者や子どもにデータを提示しながら説明することで、相互理解や
信頼度の高いコミュニケーションが実現できる。

（例）
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＜Before＞
教室で紙の出席簿で出席を取った後で、職員室に戻って
校務システムに入力しなくてはならない。

＜After＞
授業で使用するタブレット端末から、統合型校務支援シ
ステムに直接、出席状況を入力できる。

①教室で出席を取り、出席簿に手書きで記入。

校務システム

統合型校務
支援システム

教育ＤＸによる教育現場の変化（働き方改革①）

8

②職員室の校務パソコンで、校務システムに
入力。

データ入力

①教室で出席を取り、その場でシステムに入力。消費時間・手数 消費時間・手数

この分の
時間・手数を
省略できる
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＜Before＞
児童生徒のテスト結果や提出物のデータを集めて、校務
システムに入力しないと成績処理を行うことができない。

＜After＞
児童・生徒の情報がクラウド上のデータベースに集約され、
ダッシュボード（児童・生徒カルテ）に表示される。ダッシュ
ボードの情報を参照して成績処理を行うことができる。
さらに、データに基づく児童・生徒への個別最適化された指導
が可能になる。

①紙資料や電子データなど、成績処理に必要な
資料を集めてくる。

統合型校務
支援システム

教育ＤＸによる教育現場の変化（働き方改革②）

9

②集めてきた資料を校務支援システムに入力し、
成績処理を行う。

①ダッシュボードを参照し、成績処理。消費時間・手数 消費時間・手数

この分の
時間・手数を
省略できる。
さらに・・・

校務システム

成績処理

成績処理

ダッシュボードにはタブレット端末で学んだ
データや校務系データなどが蓄積・分析して
表示され、それを子どもたち一人一人の個別
最適化された指導に役立てることができる。
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